
確認申請図書の作成上の留意点（付近見取図、仕上表、仕様表） 仕様表を作成すると次の図面の添付省略可能
基礎伏図、小屋伏図、各階床伏図、軸組図

地盤改良がある場合、検討書と図面を添付

断面図、申請書と整合させる

敷地内にＣＢ塀がある場合に記入

全ての図面に設計者が記名

石川県は30m/S

地盤の根拠となる資料は必要

防腐・防蟻処理を記入

火打、振れ止め（雲筋違）必要

方位を忘れずに記載

緊結について明記



確認申請図書の作成上の留意点（求積図、地盤面積算定表、配置図）

敷地内のＣＢ塀の有無、仕様を記入

敷地周囲にがけ（勾配＞30度、高さ＞3m）がある場合、石川県建築基準条例第5条に適合していることを記入

建築面積、各階床面積の端数処理
合計面積について、小数点以下第３位を切り捨て

敷地面積の端数処理
合計面積について、小数点以下第３位を切り捨て

前面道路の幅員、種類を記入

公共桝など排水経路を記入

計算途中の端数処理は行わない

周長算定において外壁の中心線で計算を行うことも可

高さ1200mmを超える
CB塀の場合は、鉄筋等
の仕様を記載する。



(レンジフード材質：亜鉛鉄板 )

確認申請図書の作成上の留意点（平面図）

居室毎にシックハウスの給気口を記入

住宅用火災警報器は、取付位置の凡例を記入
　壁付（天井から15～50㎝以内）
　天井付（壁から60㎝以上）
　エアコンから1.5m以上、など

採光計算に使用するため、
窓の寸法、庇から敷地境界線までの水平距離を記入

シックハウス換気扇の型番を記入
（有効換気量が分かる資料を添付）

階段の有効幅、蹴上、踏面寸法、手摺を記入

周り階段がある場合は、踏面寸法を記入
給湯機がエコキュートである場合は、固定方法（アンカー使用、本数）を記入

ガスコンロの場合に添付する資料
・換気扇の有効換気量が分かる資料
・ガスコンロの燃料消費量が分かる資料
・ガスコンロからレンジフードまでの高さ

ＩＨコンロの場合「ＩＨ」と記入

階段の「手摺」を記入



確認申請図書の作成上の留意点（立面図、断面図）

シックハウスの換気計算で玄関の天井高が分かる図面が必要

道路斜線の後退距離

採光補正係数の算定に必要

道路斜線の勾配
用途地域による

確認申請書第三～五面、仕様書の寸法と整合していること



確認申請図書の作成上の留意点（構造詳細図）

基礎の立上り主筋と補強筋がフック等で緊結されていることを明示

地盤に段差がある場合は、その部分の基礎断面も記入



第章建築基準法改正の概要第章確認申請図書の作成例第章構造関係規定の解説第章
軽微な変更、完了検査

中間検査について第章判断が難しい事例等の解説

確認申請図書の作成上の留意点（構造詳細図）

耐力壁が面材の場合、告示の仕様や、大臣認定の仕様・認定番号を図面に記入
（※ 採用しないものは記載不要）

穴径150ｍｍを超える貫通口がある場合は受材の
補強等の検討が必要となる可能性有



第章建築基準法改正の概要第章確認申請図書の作成例第章構造関係規定の解説第章
軽微な変更、完了検査

中間検査について第章判断が難しい事例等の解説

確認申請図書の作成上の留意点（壁量計算・面積算定表）

見付面積計算表に使用する寸法は、全て見付面積根拠図に記載すること

小屋裏収納があると、床面積の補正が必要となる場合有



確認申請図書の作成上の留意点（壁量計算・壁量判定 兼 耐力壁図）

必要壁量の根拠（表計算ツール等）を添付すること

筋かいの柱頭・柱脚の向きを凡例として記入

読み取れない寸法がある場合は数値を記載すること

※柱位置等平面図と整合させること



第章建築基準法改正の概要第章確認申請図書の作成例第章構造関係規定の解説第章
軽微な変更、完了検査

中間検査について第章判断が難しい事例等の解説

階 方
向

位
置

有効面積
(㎡)

壁量係数
(cm/㎡) 地盤割増 必要壁量

(cm)
存在壁量
(cm)

壁量
充足率

壁量充足率
判定

壁量充足率がNGの場合のみ
壁率比 壁比率判定

① ② ③ ④＝①×②×③ ⑤ ⑥＝⑤÷④ ⑥＞1.00 ⑦＝⑥小÷⑥大 ⑦≧0.5

2
X
上 13.25 27 1.0 357.75 637.00 1.78 OK

(0.87) (OK)
下 13.25 27 1.0 357.75 728.00 2.03 OK

Y
左 13.25 27 1.0 357.75 910.00 2.54 OK

(0.79) (OK)
右 13.25 27 1.0 357.75 728.00 2.03 OK

1
X
上 11.68 20(＊) 1.0 233.60 455.00 1.95 OK

(0.72) (OK)
下 19.88 39 1.0 775.32 1,092.00 1.41 OK

Y
左 13.25 39 1.0 516.75 1,456.00 2.82 OK

(0.83) (OK)
右 19.88 39 1.0 775.32 1,820.00 2.35 OK

・壁量係数欄の(＊)は2階が乗らない領域のため平屋の係数を用いたことを表します。
・壁比率判定は、壁量充足率が全てOKの場合記入不要ですが、参考として(　)を付けて記入しています。

確認申請図書の作成上の留意点（壁量計算・四分割法）

必要壁量の根拠（表計算ツール等）を添付すること

N値計算表でどの柱の計算かわかるように附番すること



柱 方
向

1階 2階
L 2.7/2.7 N

接合金物

柱状況 パターン 補正
値 A1 B1 2.7/2.7 柱 柱状況 パターン 補正

値 A2 B2 柱頭 柱脚

4 X 下屋／他柱 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.0 0.6 1.0 0.65 (ろ) (ろ)
5 X 下屋／出隅 2.0 ＼|　 0.0 -0.5 1.5 0.8 1.0 0.4 1.0 0.80 (と) (と)
Y 4.0 ×| 　0.0 0.0 4.0 0.8 1.0 0.4 1.0 2.80 

8 X 下屋／他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.0 0.6 1.0 0.15 (ろ) (ろ)
9 X 下屋／他柱 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.5 1.0 0.6 1.0 0.65 (ろ) (ろ)
13 Y 下屋／他柱 0.0　 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.0 0.6 1.0 1.40 (に) (に)
18 X 出隅 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.8 1.0 1 出隅 0.0 　|＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.0 2.20 無(通し柱) (と)

Y 出隅 2.0 ＼|　 0.0 -0.5 1.5 0.8 1.0 1 出隅 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.0 2.20 
19 X 他柱 2.0 ／|× 4.0 0.5 2.5 0.5 1.0 2 他柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 1.6 1.0 -0.35 (い) (い)
20 X 他柱 4.0 ×|　 0.0 0.0 4.0 0.5 1.0 3 他柱 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.0 1.65 (へ) (へ)
21 X 他柱 0.0 

　
|
　 
0.0 0.0 0.0 0.5 1.0 5 他柱(右) 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.0 -0.35 (と) (と)

Y 他柱 4.0 ×| 　0.0 0.0 4.0 0.5 1.0 4 他柱 4.0 ×| 　0.0 0.0 4.0 0.5 1.6 1.0 2.40 
22 X 他柱 0.0

　 
|
　 
0.0 0.0 0.0 0.5 1.0 5 他柱(左) 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.0 -0.35 #(ろ) #(ろ)

23 X 他柱 0.0 　|＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.0 1.6 1.0 -0.35 (い) (い)
24 X 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 1.0 1.6 1.0 -0.85 無(通し柱) #(ほ)

Y 他柱 0.0
　 

|
　 
0.0 0.0 0.0 0.5 1.0 7 出隅 2.0 ／|　 0.0 0.5 2.5 0.8 1.6 1.0 0.40 

25 Y 他柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 1.0 1.6 1.0 -1.10 (い) (い)
28 Y 他柱 0.0　 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.0 1.6 1.0 0.40 (ろ) (ろ)
29 Y 他柱 0.0

　 
| 
　
0.0 0.0 0.0 0.5 1.0 8 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 -0.85 #(ろ) #(ろ)

30 X 他柱 0.0　 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.0 1.6 1.0 0.40 (ろ) (ろ)
Y 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.0 9 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 -0.10 

31 X 他柱 4.0 ×|× 4.0 0.0 0.0 0.5 1.0 1.6 1.0 -1.60 (い) (い)
32 X 他柱 4.0 ×| 　0.0 0.0 4.0 0.5 1.0 1.6 1.0 0.40 (ろ) (ろ)
34 Y 他柱 0.0 

　
|
　 
0.0 0.0 0.0 0.5 1.0 12 他柱 0.0 　|× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.6 1.0 0.40 #(に) #(に)

36 Y 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 1.0 1.6 1.0 -0.85 (い) (い)
37 Y 他柱 4.0 ×| 　0.0 0.0 4.0 0.5 1.0 13 他柱 2.0 ＼|　 0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 1.15 (に) (に)
38 X 他柱 0.0

　 
| 
　
0.0 0.0 0.0 0.5 1.0 17 他柱 0.0 　|＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.0 -0.35 #(ろ) #(ろ)

39 X 他柱 0.0
　 

| 
　
0.0 0.0 0.0 0.5 1.0 18 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 -0.85 #(ろ) #(ろ)

40 X 他柱 0.0 　|× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.0 19 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 1.15 (に) (に)
41 X 他柱 4.0 ×| 　0.0 0.0 4.0 0.5 1.0 20 他柱 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.0 1.65 (へ) (へ)

Y 他柱 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.0 20 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 0.40 
42 X 他柱 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.0 21 他柱 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.0 0.90 (は) (は)

Y 他柱 2.0 ＼|× 4.0 0.0 2.0 0.5 1.0 21 他柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 1.6 1.0 -0.10 
43 X 他柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 1.0 22 他柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 1.6 1.0 -1.60 (い) (い)
44 X 他柱 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.5 1.0 23 他柱 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.0 0.90 (は) (は)
45 Y 他柱 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.5 1.0 1.6 1.0 -0.35 (い) (い)
46 Y 他柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 1.0 27 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 -0.35 #(ろ) #(ろ)
47 Y 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.0 1.6 1.0 -0.85 (い) (い)
48 Y 他柱 4.0 ×| 　0.0 0.0 4.0 0.5 1.0 29 他柱 0.0 　|／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 1.15 (に) (に)
49 Y 他柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 1.0 1.6 1.0 -1.60 (い) (い)
51 Y 他柱 4.0 ×|× 4.0 0.0 0.0 0.5 1.0 1.6 1.0 -1.60 (い) (い)
52 Y 他柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 1.0 30 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 -0.35 #(ろ) #(ろ)
53 Y 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 1.0 1.6 1.0 -0.85 (い) (い)
54 Y 他柱 2.0 ／|× 4.0 0.5 2.5 0.5 1.0 32 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 0.40 (ろ) (ろ)
55 X 出隅 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.8 1.0 33 出隅 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.0 2.20 無(通し柱) (と)

Y 出隅 0.0 　|／ 2.0 -0.5 1.5 0.8 1.0 33 出隅 0.0 　|＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.0 2.20 
56 X 他柱 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.5 1.0 34 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 0.40 (ろ) (ろ)
57 X 他柱 0.0 　|＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.0 35 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 0.40 (ろ) (ろ)
58 X 他柱 2.0 ＼|× 4.0 0.0 2.0 0.5 1.0 36 他柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 1.6 1.0 -0.10 (い) (い)

Y 他柱 0.0 　|＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 1.0 1.6 1.0 -0.35 
59 X 他柱 4.0 ×| 　0.0 0.0 4.0 0.5 1.0 37 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 1.15 (に) (に)
60 X 他柱 0.0　 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 1.0 38 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 1.6 1.0 1.15 (に) (に)
61 X 出隅 4.0 ×| 　0.0 0.0 4.0 0.8 1.0 39 出隅 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.0 4.20 (り) (り)

Y 出隅 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.8 1.0 39 出隅 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 1.0 1.0 2.20 

柱 方
向

柱 
状況 パターン 補正

値 A1 B1 L 2.7/2.7 N
接合金物

柱頭 柱脚

1 X 出隅 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.0 1.60 (ほ) 無(通し柱)
Y 2.0 ／|　 0.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.0 1.60 

2 X 他柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 0.6 1.0 -0.60 (い) (い)
3 X 他柱 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.0 0.65 (ろ) ※(へ)
4 Y 他柱 4.0 ×| 　0.0 0.0 4.0 0.5 0.6 1.0 1.40 (に) ※(と)
5 X 他柱 0.0 　|＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.0 0.65 (ろ) (ろ)
6 X 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) (ろ)
7 Y 出隅 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.0 1.60 (ほ) 無(通し柱)
8 Y 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) (ろ)
9 Y 他柱 0.0 　|／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) (ろ)
12 Y 他柱 0.0　 |× 4.0 0.0 4.0 0.5 0.6 1.0 1.40 (に) (に)
13 Y 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) ※(に)
17 X 他柱 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.0 0.65 (ろ) (ろ)
18 X 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) (ろ)
19 X 他柱 0.0 　|／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) ※(に)
20 X 他柱 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.0 0.65 (ろ) ※(へ)

Y 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 
21 X 他柱 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.0 0.65 (ろ) (ろ)

Y 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 0.6 1.0 -0.10 
22 X 他柱 2.0 ＼|／ 2.0 0.0 0.0 0.5 0.6 1.0 -0.60 (い) (い)
23 X 他柱 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.5 0.6 1.0 0.65 (ろ) (ろ)
26 Y 他柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 0.6 1.0 -0.10 (い) (い)
27 Y 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) (ろ)
29 Y 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) ※(に)
30 Y 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) (ろ)
32 Y 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) (ろ)
33 X 出隅 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.0 1.60 (ほ) 無(通し柱)

Y 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.0 1.60 
34 X 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) (ろ)
35 X 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) (ろ)
36 X 他柱 2.0 ／|＼ 2.0 1.0 1.0 0.5 0.6 1.0 -0.10 (い) (い)
37 X 他柱 2.0 ＼| 　0.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) ※(に)
38 X 他柱 0.0　 |／ 2.0 -0.5 1.5 0.5 0.6 1.0 0.15 (ろ) ※(に)
39 X 出隅 2.0 ／| 　0.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.0 1.60 (ほ) ※(り)

Y 0.0　 |＼ 2.0 0.5 2.5 0.8 0.4 1.0 1.60 

確認申請図書の作成上の留意点（柱頭柱脚金物算定）

2階柱の直下に1階柱がない場合
2階柱の引抜力を、近接1階柱に負担

N値計算の金物補正を行う場合
・2階＞1階のとき、1階金物を2階に合わ
せる
・ホールダウン金物で上下階の柱を接合す
るときの金物を補正

フックコーナーやシナーコーナーなど
（Zマーク金物、同等品以外）の場合は、
金物の性能が分かる資料を添付



第章建築基準法改正の概要第章確認申請図書の作成例第章構造関係規定の解説第章
軽微な変更、完了検査

中間検査について第章判断が難しい事例等の解説

確認申請図書の作成上の留意点（設備図）

省エネ仕様基準の場合

・断熱材、窓、ドア、設備（暖冷房、換気、給湯、照明）の位置、仕様を記入
・上記の説明が分かる資料を添付
・断熱範囲がわかる図面を添付



確認申請図書の作成上の留意点（換気・採光計算書）

気積の計算は端数を切り上げ（又は四捨五入）階段は階高を反映

玄関の天井高さを反映

窓寸法を図面に記入 すべり出し窓の場合は、開放角度を図面に記入（45度以下の場合は低減）

寸法は全て図面（平面図、立面図）に記入


